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研究成果の概要（和文）：１）狂言の「笑い」と能の「鎮魂性」がイェイツとパウンドの作品に現れる様を、
tragic joy、paradiso terrestreをキーワードに見極め、２）上演困難とされるイェイツの劇と、既存研究がほ
ぼないパウンドの「狂言」の能楽公演の可能性を探り、３）悲劇・喜劇・悲喜劇というジャンル、西洋と日本と
いう二つの境界を超えた二人の作品の現代的意義と普遍性を検証した。そこに同世代人ハーンの日愛の異界に関
する見地が独自の切り口を与えた。また実演に接し役者と連携することを一支柱とし、イェイツ、ハーンの作品
の新作狂言公演を国内外で企画運営した代表者の経験を発展させ、机上のみでは得られない知見を展開した。

研究成果の概要（英文）：This study explores the following three points. 1 How in the works of W.B.
Yeats and Pound two different principles that dominate Japanese traditional comedy of kyogen and 
tragedy of Noh exist simultaneously: “laughter” in kyogen and “praying for repose of the dead 
soul” in Noh, with Yeats’s tragic joy and Pound’s paradiso terresre as key concepts. 2 Yeats’s 
plays have been regarded to be hard to be put on stage while there has been almost no previous study
 on Pound’s “kyogen.” The possibility to perform their plays has been explored through the 
collaboration with Noh and kyogen actors. 3 Contemporaneity and universality of their works have 
been confirmed by proving how they cross the two existent borders; distinction of dramatic genres of
 tragedy, comedy and tragi-comedy on one hand and boundary between the Western world and Japan on 
the other. Here Hearn’s insightful observation into the Japanese and Irish notion of the other 
world gives a fresh point of view.

研究分野：英米アイルランド文学研究

キーワード： W.B.イェイツ　エズラ・パウンド　ラフカディオ・ハーン　能狂言　詩学　笑い　鎮魂　境界

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
既存研究のないイェイツとパウンドへの狂言の影響を研究し、新視点を加えた代表者の研究を発展させ、イェイ
ツの演劇とパウンドの詩に能狂言から得たものの共存を発見、さらに既存研究がほぼないパウンドの「狂言」を
分析した。内外で論文発表し、両研究に新たな知見を開いた。その過程で能楽師に聞き取り、実演困難とされる
イェイツの演劇、およびパウンドの「狂言」実演の可能性を探った。コロナ禍のため新作上演はできなかった
が、『猫と月』の連続再演が実現し、狂言師・主催者・観客と意見交換し、日愛の出逢いで生まれた演劇の社会
的意義を確認した。米教育テレビ番組や国際イェイツ協会にインタビューを受け、社会に還元した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 既存研究：W.B.イェイツ、エズラ・パウンド、アーネスト・フェノロサ、伊藤道郎と能 

 イェイツは、700 年の英国支配が抑圧したアイルランド文化への国民の誇りを回復する劇の上演を目指

した。創作の行き詰りへの突破口が能楽（以下、能狂言を総称して「能楽」と呼ぶ）であった。フェノロサ

による能楽覚書をパウンドが翻訳してイェイツに伝え、そこへ舞踊家伊藤道郎が貢献などイェイツと能に

関する既存研究は多く存在する。 

(2) 研究代表者の既存研究：狂言、笑いとイェイツ、パウンド、ラフカディオ・ハーン 

① 狂言：イェイツ、パウンドが狂言として書いた作品があるにも拘らず、狂言に関る研究がほぼ存在しな

いことに着目し、国内外で(i)(ii)を行った。 

(i) 論文発表 

 その結果、招聘講演、基調講演、また、国際的学術誌への投稿を依頼された。 

(ii) 狂言の名家大蔵流茂山千五郎家による公演 

 イェイツとハーンの作品に基づく狂言を 9公演企画・実施（アイルランド 3公演を含む）。その結果、狂

言が国内外のイェイツ研究で認知された。 

② 笑い：2015年国際イェイツ協会での狂言に関する論文発表をきっかけに、「笑い」と結び付けられるこ

とが少ないイェイツと笑いをテーマに 2018年京都で国際学会を開催し成功させた。 

③ 異界：能楽、イェイツ、パウンド、ハーンに通底する異界研究を着手した。 
 
２．研究の目的 

・イェイツとパウンドの作品に、狂言の「笑い」と能の「鎮魂性」の双方が現れている点を検証。これがイ

ェイツ後年の「悲劇的喜び(tragic joy)」、パウンドがライフワーク『詩章(Cantos)』で描いた「現世の楽園

（paradiso terrestre)」という二人の詩学・哲学の根本と繋がることを証明。 

・上演困難とされるイェイツの劇、既存研究がほぼないパウンドの「狂言」（『婚姻の慰め（The Consolations 

of Matrimony ）』と『主人公（The Protagonist）』）の狂言公演の可能性を探る。これは、両者の現代性と

普遍性を検証することになる。 

(1)既存の境界〜悲劇（tragedy）・喜劇（comedy）・悲喜劇（tragi-comedy）＆ 西洋・日本〜を超えた新

しい演劇 

 能との邂逅で生まれた『鷹の井(At the Hawk’s Well)』、狂言との邂逅による『猫と月(The Cat and the 

Moon)』には、それぞれ能（悲劇）と狂言（喜劇）の特徴が見られるが、後年の作品に能と狂言、また日本

と西洋の演劇原理が共存する独特のジャンルが構築されていると検証する。 

(2) Tragic Joyと paradiso terretre―能の鎮魂と狂言の笑い 

 上記既存の枠組みを超えた演劇と『詩章』には、二人の哲学・詩学の根本にある tragic joyと paradiso 

terrestreが実現されている。そこへ「間」、「空」「無」を導入し、両者が西洋と日本の空間観や世界観の差

異を超えていると検証する。 

(3) Certain Noble Plays of Japan、Classic Noh Theatre of Japanと原作の能 

 正式な能楽指導を受けたことがないイェイツとパウンドだが、その真髄を掴み創作に生かした。原作の

能とパウンド訳を検討する。文献・資料研究、能楽観劇、能楽師（シテ方、ワキ方、狂言方、囃子方）の聞

き取り。能楽を指導した画家久米民十郎は未発掘の部分が多く、研究する。 

(4) 現代性 

 能楽との邂逅によるパウンド、イェイツの作品が、日本人の想像力・創造力を掻き立て、新たな作品が

創出された。『鷹の井』を能に書き換えた横道萬里雄の『鷹姫』が上演され続け、厳格なきまりのもと伝統

が継承される能楽に新しい方向を生んでいる。また、代表者の企画によるイェイツ、ハーンの作品に基づ

く狂言公演は国内外で受け入れられた。このように東西邂逅で生まれた作品が、新たな東西の邂逅を生み



続ける意義も解明。 

(5) 独自性 

 狂言の笑いをイェイツ、パウンド研究の切り口とした独自性ゆえに、代表者の研究が国際的に認められ

た。能に偏っていた既存研究に見られなかったものを本研究がさらに炙り出す。また、代表者の研究は、

能楽や朗読公演の企画運営に関わるため、能楽師他の古典芸能関係者、俳優、音楽家などの上演関係者と

演技や上演に関し議論できる。実演の機会も探る。これは文学研究を実体化する独自の強みであり、かつ

創造活動に直結する。 

 

３．研究の方法 

 本研究はコロナ禍による計画実施の変更を余儀なくされた。初年度の国内外での学会は中止、海外での

調査・資料蒐集は不可能となった。徐々に状況が緩和された２、3年目も、京滋を超えた移動は難しく、オ

ンラインで再開された学会・研究会に参加、成果発表した。このような状況のため、研究期間延長。対面で

は、最終年度に国際学会での成果発表を再開した。 

(1) 図書・研究環境整備 

 書籍、基礎資料、機器の充実。オンラインによる研究・成果発表・会議参加を可能にする環境整備やデジ

タル図書への支出が予定よりも多くなった。 

(2) 資料蒐集 

コロナ禍のため、イェイツの草稿を管理する代理人から許可を得たアイルランド国立図書館、また他の

アイルランド・アメリカの図書館での資料蒐集には行けず、インターネットでできる限りで行った。2022

年まで、国内移動にも制限があり、京滋中心に能楽関係の資料蒐集を行なった。2023年には移動が可能と

なり、久米民十郎の作品や個人資料を管理する神奈川県立近代美術館で調査、また開始時に想定しなかっ

た賀川豊彦とイェイツという、未知の事実を研究するために、賀川豊彦松沢資料館との連携も行った。海

外出張が可能となり、ストックホルムでの学会の際、ノーベル賞とイェイツに関する資料を蒐集した。 

(3) 国内外の学会発表および研究交流 

 韓国、英国、スウェーデン、日本などを拠点に開催されたオンラインおよび対面の国際学会で論文発表

を重ねた。国際学会での論文発表の結果、アイルランド、アメリカ、英国の大学出版局から出版された学

術誌や学術書に論文が掲載された。また国際イェイツ協会企画の『猫と月』についてのインタビューが同

協会のホームページで公開された。このように学会での成果発表が新たな研究を導いた。 

(4) 能楽師など伝統芸能関係者への聞き取り 

2021年からオンラインや制限のもとで実施された能楽公演を鑑賞し、また能楽師の聞き取り調査を行っ

た。特に大蔵流狂言茂山千五郎家の狂言師、観世流シテ方能楽師の協力を得た。演技や公演現場を知る演

者とのやり取りは本研究の特殊性をうんだ。2022 年夏、『猫と月』の連続公演（北海道 3 ヶ所）に同行、

セリフや演技を調整する過程に参加し、作品解釈に新しい視点を得た。また、パウンド、イェイツに影響

した能の作品（特に『景清』）の登場人物が他の伝統芸能に扱われていることに着目し、さらなる研究へと

発展するため、予定外の文楽や落語関係者への聞き取りを行った。 

 

４．研究成果 

イェイツの演劇と能楽、パウンドが狂言として書いた戯曲を中心に国内外で論文発表、また、学術書や

学術誌に論文を出版。同時に、一般向け公開講座で講義、また、学術的だが研究者以外の読者層も想定し

た小論も発表し、研究の社会還元をした。さらに、イェイツと関わり、また海外で認知度が上がりつつあ

るハーン研究を加えることで、イェイツ研究に新たな光をあてた。加えて、本研究では扱う予定のなかっ

た、ヘミングウェイの未発掘分野である詩（パウンドの影響が大きい）に関しての旧論文が学術書に再出



版され、さらに新論文を依頼され別の学術書に出版（パウンドの詩学に加え、アイルランド出身のチン

ク・ドーマン＝スミスについて論じ、代表者のアイルランド研究が生かされた）、米国教育番組 PBS製

作のドキュメンタリーに出演、それが DVD化されるなどヘミングウェイが代表者の研究に新たな光を当

てる可能性が出た。また、賀川豊彦とイェイツについての発見、また久米民十郎とパウンドについては、

今後の研究に発展できる。 

以下、研究内容を概括する。 

(1) イェイツと能楽〜笑いと鎮魂 

① 狂言−笑い 

 イェイツが狂言として書いたと言う戯曲『猫と月』研究は継続し、国際イェイツ協会発行の学術誌に論

文が掲載された。さらに、その学術誌の編集長が『猫と月』に関する対話を企画、それが協会サイトにあ

げられ、『猫と月』と狂言の関係を国際的に周知させる一助となった。また、イェイツ、フェノロサ、ハ

ーンの関係、作品の舞台化に関する論文がイェイツとアジアを扱うコーク大学出版局による学術書に掲載

され世界に発信された。 

 コロナ禍で延長し、本研究と同時進行した前科研を総括する『猫と月』に関する研究会を開催、その報

告書・冊子を本研究の出発点とした。 

 狂言による『猫と月』国内再演に同行し、狂言師とやり取りし、実際の舞台に接して得た新たな知見を

論文に盛り込んだ。今後も公演の実施を計画し、机上のみでは得られない知見を展開する。 

『猫と月』狂言版を監督した狂言師の『猫と月』上演論が、上記コーク大学出版局出版の学術書に掲載さ

れ、その英訳を担当、その過程で本作品の狂言性についての理解を深めた。 

② 狂言と能の共存―笑いと鎮魂 

 イェイツの演劇、特にアイルランドの神話上の英雄クー・フリンを主人公とする一連の演劇に、狂言と

能楽の原理が共存することを「笑い」と「鎮魂」をキーワードに検討した結果、イェイツにとっての聖

性、周縁に生きるもの、殉教という新たなテーマが浮上し、この点を IASIL JAPAN国際大会（オンライ

ン）、韓国主催の国際イェイツ協会（オンライン）、韓国イェイツ協会大会（オンライン・招聘）、日本

愛協会年次大会におけるシンポジウム、およびストックホルム開催の国際イェイツ協会で論文発表した。

日愛協会シンポジウムでの論文要旨を学会誌に掲載、イェイツの英雄の聖性と周縁者研究に発展させる一

歩を記した。これらをまとめた論文を国内外の学術書や学術雑誌に投稿予定である。 

 世界の一線で活躍する 40名の研究者が寄稿する The Oxford Handbook of W.B. Yeatsにイェイツと能

狂言に関する代表者の論文が掲載され、本研究成果を世界に示した。本論文に特別な意味があったため、

ストックホルムでの国際イェイツ協会での本書に関する Round Tableの登壇者になることを依頼され、

本研究の成果がさらに周知されイェイツの能楽への影響も紹介し反響を得た。 

(2) パウンドと狂言〜笑い 

 イェイツと能の出逢いによる第１作『鷹の井』初演の際に、狂言として上演しようとパウンドが書いた

劇についての既存研究はほぼ存在しない。代表者の狂言とパウンド研究に基づき、日本英文学会のシンポ

ジウム（オンライン、企画構成含む）、ヨーク大学での国際イェイツ協会（ハイブリッド）、京都主催の

国際パウンド学会（オンライン）さらに日本イェイツ協会と日本パウンド協会の合同学会のシンポジウム

で、国内外のパウンド・イェイツ研究者に問いかけた。結果は日本イェイツ協会・日本パウンド協会の学

術誌に英語論文として掲載され、また、国際パウンド協会が現在作成中の学術書に投稿中である。本作品

の実演可能性を、狂言師と検討し続ける。パウンドの劇を日本語に訳することも今後の研究課題とする。 



(3) パウンドの『詩章』と笑いと鎮魂、さらに『景清』 

 パウンドのライフワーク『詩章』、特に『ピサ詩章』に狂言の「笑い」と能の「鎮魂」が共存すると見

出し、上記日本英文学会シンポジウムで発表し、proceedingsにまとめた。パウンド自身の英訳がある能

『景清』の重要性に気づき、死に近い悲劇の武将（鎮魂性）を主人公とする能『景清』の『詩章』での扱

われ方に絡む「笑い」をパウンド訳『景清』や文学伝統と絡めてエディンバラでのパウンドの国際学会で

論文発表し、本研究の総括とすると同時に次期研究へテーマを繋いだ。また、景清は他の伝統芸能（歌舞

伎、文楽、落語など）でも繰り返し扱われるテーマである点に着目して新たな研究を始めた。この結果も

含むパウンドにおける景清とイェイツにおける盲人をまとめた論文を学術誌に投稿する予定である。 

(4) ラフカディオ・ハーン 

 日本とアイルランドの「異界」「聖なるもの」に独特の観点を示すハーンは本研究に独特の切り口を与

える。イェイツとの交渉もあり、イェイツも作品内で言及するハーンとイェイツの関係、またその作品の

狂言化と朗読公演についてまとめたものが、コーク大学出版の日本とアイルランドを扱う学術書に掲載さ

れ、国際的には認知度が低いハーンを世界に発信、今後も継続研究する。 

(5) アーネスト・ヘミングウェイ 

 ヘミングウェイ研究に関しての成果が再評価されたことは「２.研究方法」に述べたとおり。さらにア

メリカの有名なドキュメンタリー製作者から受けたインタビューが教育テレビ局 PBS により放映され、

さらにDVD化され研究成果周知に役立った。また、パウンドが関わった transatlantic review誌に関す

る日本ヘミングウェイ協会大会シンポジウムで論文発表したように、パウンドの詩学研究と関わるヘミン

グウェイ研究も継続する。本口頭発表に基づく論文が 2024年度出版される。 

(6) 久米民十郎・賀川豊彦 

 イェイツやパウンドの同時代人である二人と両者の影響関係には、研究の余地が多々認められる。久米

に関しては The Oxford Hand book of W.B. Yeatsにまとめ、次期研究での国際シンポジウム発表に引き

継いだ。賀川関係者にも知られていなかったイェイツとの関係の発見は驚きを持って受け入れられた。賀

川は『猫と月』、イェイツと聖者に関わるテーマに繋がり、研究継続する。 

(7) その他 

International Yeats Society、日愛協会、日本イェイツ協会、IASIL JAPAN、日本ヘミングウェイ

協会、日本エズラ・パウンド協会の事務局・理事・委員・編集委員として学会の企画・運営を行い、様々

な研究者と交流し、最新の研究動向を常に追っている。公開講座や狂言公演で研究の成果を一般に還元す

る機会ももった。 

(8)継続 

 2023 年国際イェイツ協会での論文発表から 2024 年ベルギー開催の学会での論文発表を促され行うこと

になった。2023 年パウンドの国際学会運営の中心であったニューオーリンズ大学の研究者の日本での連

続講義を他大学の研究者の連携で決定・実施したが、本連続講義は本研究の総括であると同時に、2024

年度の『猫と月』狂言上演とシンポジウム、またMLAでのシンポジウムでの論文発表という、次期研究

への継続を生み出した。 
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